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著者の康遇聖は 1581 年、慶尚南道「晋州」に生まれ、秀吉の朝鮮出兵の際、1592 年に捕
らえられ、数え 12 歳で日本に連行される。以後 10 年間ほど日本で過ごし、1601 年頃朝




































？ onul-un coh-un nalssi-ta.
この子は大きな手だねえ。
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